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磐裂根裂
い わ さ く ね さ く

神社でバーベキュー♡素敵な出会い♡ 
♡パートナーを見つけちゃいましょう♡ 

日時▶７月７日（日）9：30～14：30 ※雨天決行 
開催場所▶磐裂根裂神社（栃木県下都賀郡壬生町安塚 1772） 

申込数▶男女各 15 名 概ね 35～50 歳位まで（独身者） 
参加費▶男性 4,000 円 女性 1,000 円（応募多数の場合は抽選） 
    ※昼食・飲料等（BBQ）を含みます（当日徴収） 
申込期限▶６月２０日㈭まで 
応募方法▶氏名(フリガナ)・年齢・性別・職業･携帯電話 

〒住所･自己 PRを、 
メール happychance.78@gmail.com 

問合せ▶080-8011-0633（ショートメール可） 
主催▶ハッピーチャンス(代表 小川) 
共催▶磐裂根裂神社 
後援▶壬生ロータリークラブ・壬生町 
協賛▶㈲三晶工業・きのこの北研 

 

〒321-0214 壬生町大字壬生甲 3843-1(保健福祉センター内) 

電話 0282-21-8731  FAX 0282-21-8732 
Mail: miburin@bz04.plala.or.jp 
http://www.town-mibu.com/miburin/ 
★メールアドレスを教えて頂ければ、毎月 

みぶりんだより（カラー版 PDF）をメールでお送りします。 

 
 
 

HP URL 壬生町町民活動支援センター「みぶりん」 
■開館時間        ■休館日 
火～金  10 時～18 時    月曜日･年末･年始 
土･日･祝 10 時～17 時  
（火～金は予約をして頂ければ 21時まで利用可能です） 
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令和時代幕開けを郷土芸能と歌声で祝う 

(壬生町無形民俗文化財連絡協議会・壬生町文化

協会歌謡部・みぶまち地域活性化２１) 

花壇の寄せ植え（日本ハンギングバスケット協会栃木支部） 

「赤御堂茶」の茶摘み（栃木県茶手揉み保存会） 

稲葉駐在所警察官に感謝状贈呈(上稲葉連合会) 

お達者サロンで“壬生の歴史”  （むつみの郷） 

みぶりん利用者協議会設立総会開催 

♡大人の七夕コン♡ 

 

♡大人の七夕コン♡ 

 

ハッピーチャンス 
QR コード 

お知らせ 

 カブトムシプレゼント! 
参加費無料 

日時▶６月１５日（土） 10:00～11:30 
申込人数▶先着５０人 ※小学生低学年は保護者同伴 

開催場所▶嘉陽が丘ふれあい広場 体育館 
（壬生町上稲葉 1056-8） 

持ち物▶虫かご、上履き 
➀カブトムシの飼い方を学ぼう！ 
②カブトムシふれあいコーナー  
③カブトムシ相撲 ④きのこ汁 
ヘラクレスオオカブト・オオクワガタなど標本展示 
申込先▶みぶりん☎0282-21-8731 FAX 0282-21-8732 
申込方法▶受付中｡来所または電話･FAXにて。 
問合せ▶鈴木良男 📞090-4126-8175 
主催▶嘉陽が丘里山の会 
後援▶壬生町 協力▶㈱北研 

カブトムシと遊ぼう!! 里山の会 

夫婦漫才〜ろう者あるある･聴者あるある〜 
ＮＨＫ「みんなの手話」でお馴染みの菊川

れん・モンキー高野氏をお招きして講演会が
開かれます。手話のできる方も、できない方
も是非ご参加ください。 
日時▶７月２１日(日) 

午後１時開場 １時３０分開演 
会場▶栃木市都賀文化会館(ハートホール) 
参加費▶５００円(高校生以下無料) 
主催▶栃木市聴覚障害者協会 

栃木地区手話サークル 
栃木県手話通訳問題研究会栃木地域班 

問合せ▶松本好夫 ２７－８３２４ 
山上泰子 TEL・FAX ８２－７１３３ 

★詳細はみぶりんホームページをご覧ください。 

菊川れん・モンキー高野氏 講演会 

日時▶６月８日（土）・９日（日） １９：３０ごろ 
場所▶雄琴神社 東 「みたらし水路」 

東雲橋（しののめばし）下流 右岸 100m 
主催▶壬生ホタル愛好会 
共催▶川の日を国民の祝日にしよう会  

どなたでもご自由に参加ください！ 

参加費無料 ホタルを 
観賞しよう! 

 

みぶりん体験講座募集 

夏休み!!親子参加も!!大人も大歓迎!! 

バルーンアートを作って 
飛ばして遊ぼう!! 

 
日時▶８月１８日（日） 午後 1 時 30 分～3 時 30 分 

場所▶保健福祉センター １Ｆ 会議室 

参加費▶200 円（材料代･当日徴収） 

講師▶かたつむりバルーン 鈴村様 

定員▶２０名程度 

申込先▶みぶりん 

☎ 0282-21-8731  

※6/18(火)10:00 

より受付開始します。 

 

 

mailto:happychance.78@gmail.com
http://www.town-mibu.com/miburin/
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藤井干ぴょう音頭では、会場の人たちと一緒に輪になって
踊ったり、五段囃子でも来場した子どもたちが太鼓の体験演
奏をしたりしていました。国谷・北小林太々神楽保存会によ

る演技は普段見られない舞を披露し大きな拍手を受けていま
した。また、メリーランド保育園、壬生寺保育園の演技も加
わり、自分の子供や孫の姿を見ようと、会場は多くの家族連
れで終日にぎわいました。 
５月２日には、「壬生町文化協会歌謡部（安生恒夫部長）」

エ「歌まつり」が行われました。約 70名の参加者が、青空の
下ハイウエーパークのステージで自慢ののどを披露しまし
た。会場には、日ごろから一緒に練習している仲間や家族な
ど多くの方が応援に訪れ、盛んに声援を送っていました。 
両日会場では、みぶまち地域活性化２１（大橋良平会長）

の皆さんが 12店舗による模擬店で会場を盛り上げました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和時代幕開けを郷土芸能と歌声で祝う 

４月２６日、栃木県岩舟町のとちぎ花センターで、「日本ハンギングバスケット協会栃木
支部(細井玲子代表)」の皆様によるボランティアでの展示花壇の寄せ植えが行われました。 
今回はオリンピックをイメージした「とちぎからエールを！」というテーマで、ハンギン

グバスケットで作られた五輪や華やかな色どりの花を寄せ植えしていました。当日は風雨が
強い中の作業でしたが、参加していた７人の連携のあるチームプレイで、お互いの知識を共
有しながら手際よく作業していました。定期的に園内の花壇や植え込みのお手入れをボラン
ティアでされている方々ですが、普段は主婦業やお仕事のある中、趣味で園芸をしている
方々で、自分の家の庭以外の広いスペースを使えるのが魅力だそうです。 （取材担当 坂本） 

 

壬生町無形民俗文化財連絡協議会 
壬生町文化協会歌謡部 
みぶまち地域活性化２１ 

みぶまち地域活性化 21の売店▶ 

第４回「みぶ郷土芸能フェスタ」が、新元号となった５月１日、
みぶハイウェーパークにおいて開催されました。会場には、大型
連休中とあって大勢の観客が詰めかけました。「壬生町無形民俗
文化財連絡協議会（大橋良平会長）」に所属する、国谷・上田・
中泉・安塚・下馬木・助谷五段囃子保存会の演奏では、新元号の
初日という事もあって「令和」の時代を祝うお囃子となりました。
藤井干ぴょう音頭では、会場の人たちと一緒に輪になって踊った
り、五段囃子でも来場した子どもたちが太鼓の体験演奏をしたり
していました。国谷・北小林太々神楽保存会による演技は普段見

られない舞を披露し大きな拍手を受けていました。また、メリー
ランド保育園、壬生寺保育園の演技も加わり、自分の子供や孫の
姿を見ようと、会場には多くの家族連れで終日にぎわいました。 
5月 2日には、文化協会歌謡部（安生恒夫部長）による「歌ま

つり」が行われました。約 70 名の参加者が、青空の下ハイウエ
ーパークのステージで自慢ののどを披露しました。会場には、日
ごろから一緒に練習している仲間や家族など多くの方が応援に
訪れ、盛んに声援を送っていました。 
両日会場では、みぶまち地域活性化２１（大橋良平会長）の皆

さんが 12店舗による模擬店で会場を盛り上げました。 

による｢歌まつり」が行われました。約７０名の参加者が､青空の下ハ

イウェーパークのステージで自慢ののどを披露しました。会場には、日
ごろから一緒に練習している仲間や家族など多くの方が応援に訪れ、
盛んに声援を送っていました。 

両日会場では、みぶまち地域活性化２１（大橋良平会長）の皆さん

が 12店舗による模擬店で会場を盛り上げました。 

 

花壇の寄せ植え  日本ハンギングバスケット協会栃木支部 
（ＪＨＢＳ） 

両日とも､みぶまち地域活性化２１（大

橋良平会長）の会員が、１２店舗の模擬店
で会場を盛り上げました。 
（みぶまち地域活性化 21 会員 玉田英二 記） 

 

 

 

登録№ 名　称 活  動  内  容
団体274 日産労連エルダークラブ壬生地区 健康グランドゴルフや地区会員への情報伝達活動、地区活動の検討･立案等をしています。

新規登録団体・個人(4/21～5/20) みぶりんでは、団体･個人の登録を随時受け付けています。
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※六美町北部自治会では､テレビ東京の取材を受け､｢むつみの郷｣の活動の様子や自治会内の｢日髙ヤスヱ様(１０２歳)｣､  

｢小原正夫様（１００歳）」のご長寿さんの“マル秘”健康法などが、５月９日に放映されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

   

 

「赤御堂茶」の茶摘み体験 

 
５月４日、麦畑に囲まれた川俣邸の茶畑で、壬生藩主鳥居

家ゆかりの茶摘みを、参加者約４０名で体験しました。明治
の初めに植えられた在来種の個性的なお茶とのことです。栃
木県茶手揉み保存会の内山会長より、摘み方の説明を受け、
一芯二葉（いっしんによう）柔らかな新芽を摘み取ります。 
茶摘みの後は、嘉陽が丘ふれあい広場に移動し、歴史民俗

資料館の中野正人氏による赤御堂の由来の解説をきかせて
いただきました。最後に、きのこの北研の提供による温かい
きのこ汁の歓迎を受けました。 
かつて、この地からアメリカのボストンに約２０トンのお

茶を輸出し、また、稲葉小学校の前身となる高等教育の場と
して鳥居学校を設立したとのことです。赤御堂を取り巻く歴
史の一端を垣間見ることができ、貴重な体験ができました。 

（参加者 横井川ノリ子様 記） 
※主催：栃木県茶手揉み保存会 

協力：嘉陽が丘里山の会・きのこの北研 

栃木県茶手揉み保存会 

安心して暮らせることに感謝をこめて 
稲葉駐在所警察官に感謝状を贈呈 

上稲葉連合会 

４月２０日、「上稲葉連合会（大場文雄会長）」では、稲葉駐在所に５年間勤務し本年３月
に異動された大塚巡査長に、感謝状と記念品を贈呈いたしました。  
 大塚巡査長は、地区住民の生命や財産などを守るため、防犯、交通事故の防止、また公共
の安全と秩序にご尽力いただき、地区住民が安全で安心して暮らせることに感謝をこめて贈
呈したものです。 
（会員 神永一三 記） 

お達者サロンで“壬生の歴史” 
六美町北部自治会 

むつみの郷 

かつて、この地からアメリカのボストンに

約２０トンのお茶を輸出し、また、稲葉小学
校の前身となる高等教育の場として鳥居学校
を設立したとのことです。赤御堂を取り巻く
歴史の一端を垣間見ることができ、貴重な体
験ができました。（参加者 横井川ノリ子様 記） 

主催：栃木県茶手揉み保存会 協力：嘉陽が丘里山の会・きのこの北研 

 

の安全と秩序にご尽力い
ただきました。 
地区住民が安全で安心

して暮らせることに感謝
をこめて贈呈したものです。  

（会員 神永 一三 記） 

５月９日、六美町北部自治会のお達者サロン「むつみ
の郷（佐藤久仁子会長）」で、歴史民俗資料館の齊藤千
秋学芸員より「壬生の歴史について」の話がありました。 
縄文時代～弥生時代～古墳時代～奈良･平安時代～室

町時代～江戸時代での壬生町の様子と、特に江戸時代は
２０２０年の藩校サミットに向けて、壬生城藩主の変遷
や鳥居家についての詳細を丁寧にわかりやすく説明して
頂き、約２０名の参加者は興味深そうに聞き入っていま

し た 。                            
（取材担当 鈴木） 
 

町時代～江戸時代での壬
生町の様子と、特に江戸時
代は２０２０年の藩校サ
ミットに向けて、壬生城藩

主の変遷や鳥居家につい
ての詳細を丁寧にわかり
やすく説明して頂き、約２
０名の参加者は興味深そ
うに聞き入っていました。                            
（取材担当 鈴木） 
 

主の変遷や鳥居家についての詳細を丁寧にわかりやすく説明し
て頂き、約２０名の参加者は興味深そうに聞き入っていました。                   

（取材担当 鈴木） 
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役 職 人 数 氏   名 備   考 分野 

会 長 １名 桑原  史朗 （団１７４）川の日を国民の祝日にしよう会会長 ４ 

副会長 
２名 

稲毛田美紀夫 （団４６）安塚地区コミュニティ推進協議会会長 ５ 

副会長 手塚  基二 （団４８）東下台いきいきサロン代表 １ 

理 事 

１３名 

阿部  勝昨 （団１２）壬生町傾聴ボランティアグループ「きかせて」会員 １ 

理 事 岡本    恵 （団１０７）コールたんぽぽ会長 ３ 

理 事 小川  律男 （団５９）安塚三自治会会長 ５ 

理 事 加藤  国夫 （団１１９）加藤カラオケ愛好会代表 ３ 

理 事 斎山    雅 （団１９８）ギターアンサンブル・コパン代表 １ 

理 事 佐藤 久仁子 （団２２５）六美町北部地区お達者サロン「むつみの郷」会長 １ 

理 事 鈴木  節子 （団１７８）音楽グループ「にっこり」会員 １ 

理 事 鈴木 美恵子 （団８２）天狗杉班花の部会長 ４ 

理 事 塚田  善和 （個４２）書道・学童保育指導員 ２ 

理 事 中里  年昭 （団１９）みぶまち地域活性化２１会員 ２ 

理 事 日向野 有功 （団９２）壬生町グラウンドゴルフ協会会長 ３ 

理 事 松本    勇 （団８６）オオムラサキの里を作る会 会員 ４ 

理 事 山本  英雄 （団１３１）栃木県シルバー大学校南校慰問 G ザ・ボランティア代表 １ 

会 計 
２名 

玉田 英二 みぶりん センター長（個１０ みんなで歌おう） １ 

会 計 鈴木   浩 みぶりん 職員（団８５チーム OW 会員） ４ 

監 事 
２名 

井上 貞行 （団１６）壬彫会 代表 ３ 

監 事 荒川 優子 （団１４２）小 規 模 特 別 養 護 老 人 ホームみぶ例 幣 使 １ 

 【編集後記】■利用者協議会が皆さまのご協力により、５月１１日に発足いたしました。みぶりんも協議会
と連携を取りながら、更に発展するよう努力して参りますので、これからもどうぞよろしくお願いいたしま
す。昨年、知人から「居眠り磐音 江戸双紙」全巻を頂きました。読むペースが遅く何時全巻読破できるか
分かりませんが、最近映画化の話題が目に入り読者層の多いことに驚きました。（玉田）■おもちゃのまち
駅西口花壇の手入れをボランティアのグループでしていますが、先日読売新聞の取材を受けました。皆でや
っていることなので私の力は微力ですが、新聞に掲載された時は、皆で頑張っていることが少し報われた感
じで嬉しかったです。（鈴木）■道路脇で見かけた、ルピナス畑がとても綺麗でした。別のところではポピ
ー畑も見かけました。お花は癒されますね。（小田垣）■出来れば映画館で映画を見たい派ですが、最近ス
マホアプリで映画を観ます。観たことある映画の見たいシーンだけちょっと見たり、スマホなので何かのな
がら作業で見られたりするので便利ですね。（坂本） 

☆「みぶりんだより」は下記のところに置いています☆ 
みぶりん･保健福祉センター・壬生町役場･各出張所･各コミュニティセンター・各公民館･生涯学習館･図書館･歴史民俗資料館・ 

体育館・みらい館・おもちゃ博物館･嘉陽が丘ふれあい広場・ふれあい交流館・シルバー人材センター・各小中学校･壬生高校 
 

みぶりん利用者協議会 設立総会 開催 
みぶりん利用者協議会設立準備会（桑原史朗会長）は、５月１１日、町保健福祉センター会議室に小

菅一弥町長、楡井聰町議会議長、大西良雄自治会連合会会長、島田一良睦地区コミュニティ推進協議会
会長、大久保俊男安塚地区コミュニティ推進協議会副会長他のご臨席を賜り、設立総会を開催し、規約の
制定･役員の選任･令和元年度の事業計画･収支予算等を審議し、全ての議案が可決・承認されました。  
 当日は、登録団体等から約１００名の出席を頂きました。記念コンサートでは第 1部がギターアンサ
ンブル・コパン、第２部が音楽グループ「にっこり」の皆さんに、演奏と歌の素敵なステージをご披露
して頂きました。 
最初に、設立準備会を代表して桑原史朗設立準備会会長よりあいさつがあり、その後、利用者協議会

設立の経緯の説明がありました。また、来賓あいさつでは、小菅一弥町長より「利用者協議会は、団体
の良さ、個人の良さを見つけてくれる団体です。各団体が縦糸と横糸で結ばれ、町民がまちづくりをし
ている壬生町となって頂きたい。」とのお言葉を頂戴しました。  
 本年度は、「各分野別登録団体等が親睦・交流を図るための分野別会議やボランティア育成や地域課
題を解決するための講座」などを実施する予定です。 
なお、利用者協議会の役員は次のとおりです。 


